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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

全日本空輸株式会社所属ボーイング式７６７－３００型ＪＡ８２７１は、平成２年１０月 

２６日、同社の定期５２４便として熊本空港から大阪国際空港へ飛行中、１１時１０ 

分ごろ、大阪国際空港の南約８０キロメートル、高度約１３，０００フィートにおいて 

乱気流に遭遇した。

同機には、機長ほか乗組員７名、乗客２４３名（幼児３名を含む。）計２５１名が搭乗 

していたが、そのうち、客室乗務員２名が負傷した。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、平成２年１０月２６日、運輸大臣から事故発生の通報を 

受け、当該事故の調査を担当する主管調査官及び２名の調査官を指名した。



1.2.2　調査の実施時期

平成２年１０月２９日 事実調査

平成２年１０月２９日〜１１月３０日 飛行記録装置及び操縦室用音声記録装置の

記録読取り

1.2.3　原因関係者等からの意見聴取 

意見聴取を行った。

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ８２７１は、平成２年１０月２６日、定期６４１便として０８時１２分東京国際 

空港を離陸し、０９時４５分熊本空港に着陸した後、引き続き定期５２４便として熊本 

空港を離陸し大阪国際空港に着陸したが、途中大阪国際空港の南約８０キロメートル 

で乱気流に遭遇した。

機長によると、

東京国際空港を出発するに先立って同社東京空港支店運航部運航管理課で受け 

た気象ブリーフィングによれば、低気圧が近畿地方を通過し、大阪国際空港の天気 

は回復傾向にあり、フライト・レベル２７０の気流は安定しているが、九州方面の 

高度１７，０００フィートから２３，０００フィートの間にウィンド・シアーが観 

測されているので、揺れが予想されるとのことであった。

また、熊本空港を出発するに先立って同社大阪空港支店熊本空港所において、 

目的空港の大阪国際空港及び代替空港の名古屋空港等の気象状況が良好で飛行に 

支障がないことを確認した。

同機は、１０時３５分熊本空港を離陸し、巡航高度であるフライト・レベル 

２７０に到達した後、機長はシートベルト・サインを消灯した。

その後、同機は安定した飛行を続けたが、１０時５０分ごろ高知ＶＯＲ／ＤＭＥ 

の手前で軽い揺れを感じたので、機長はシートベルト・サインを点灯し同社大阪 

空港支店運航部運航管理課（以下「大阪空港支店」という。）に大阪国際空港に 

至る飛行経路の気象情報を求めたところ、降下区域において弱いレーダエコーが 

認められ雲中で中程度の乱気流が予想される旨の通報を受けた。

同機は１０時５８分ごろ巡航高度をフライト・レベル２５０に変更したが、この 

ころ機長は客室乗務員に今から約５分後に降下を開始するが、降下中は揺れが 

予想される旨を伝えた。



１１時０３分ごろ、機長は前方に雲頂の高さが１５，０００フィート程度の積雲 

系の雲を視認し、客室乗務員に「やや大きな揺れが予想される」ことを伝えた。

降下中、機長は機上レーダが信太ＶＯＲ／ＤＭＥ方面に弱いエコーを認めたの 

で東京管制区管制所の承認を得て北寄りに針路を変更して降下を続けた。

高度１５，０００フィートぐらいから雲中に入り、軽い揺れが続いたが、１１時 

１０分ごろ大阪国際空港の南約８０キロメートルの地点を高度約１３，０００ 

フィートで通過したとき、機体が激しく揺れた。その際、機体後部において乗客 

がシートベルトを締めていることを確認して自分の席に戻ろうとしていた客室乗 

務員２名が、負傷した。

機長は、負傷の程度及び機体に異常がないことを確認し、直ちに、大阪ターミナ 

ル管制所及び大阪空港支店に対し乱気流に遭遇したことと負傷者等の状況を報告 

した。

とのことであった。

同機は、１１時３０分大阪国際空港に着陸し、直ちに、負傷者は救急車で市内の病院 

に収容された。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

客室乗務員１名が重傷及び客室乗務員１名が軽傷を負った。

２．３　航空機の損壊に関する情報 

なし

２．４　乗組員に関する情報

機長 男性 ４９歳

定期運送用操縦士技能証明書 第１５５２号 昭和４６年１２月２２日

限定事項

フレンドシップ式Ｆ－２７型 昭和３９年７月２９日 

ボーイング式７２７型 昭和４３年１月２４日 

日本航空機製造式ＹＳ－１１型 昭和４６年９月２日 

ボーイング式７６７型 昭和５９年９月２９日

第一種航空身体検査証明書 第１５１７７１５５号

有効期限 平成３年４月２０日



総飛行時間 １４，４２７時間１３分

同型式機による飛行時間 ３，０２８時間２０分

最近３０日間の飛行時間 ６０時間５０分

熊本－大阪間 機長路線資格 昭和６１年４月２６日（取得）

平成元年１１月２７日（最近の更新）

２．５　気象に関する情報

2.5.1　当日は、低気圧が発達しながら本州の太平洋側を北東へ進んだ。このため、 

各地で強風が吹き荒れた（付図１、２及び３参照）。

2.5.2　当該便の前後に大阪国際空港に着陸した同社の他機からは、雲中飛行で通常 

遭遇する中程度の乱気流に遭遇したことが大阪空港支店に通報されている。

２．６　飛行記録装置及び操縦室用音声記録装置に関する情報

同機には、米国ロッキード・エアクラフト・サービス社製２０９Ｆ型デジタル式飛行 

記録装置（以下「ＤＦＤＲ」という。）及び米国フェアチャイルド社製Ａ１００Ａ型 

操縦室用音声記録装置（以下「ＣＶＲ」という。）が装備されていた。

両装置とも、機体後方の床下機器室に搭載されており、無傷の状態で回収された。

ＣＶＲについては、時間が経過し当時の記録は消去されていたが、ＤＦＤＲにはす 

べてのパラメタが良好に記録されていた。

ＤＦＤＲ記録のうち、関係あるパラメタ記録を付図４に示す。

２．７　その他必要な事項

同機は、乱気流に遭遇したため、着陸後整備士により所定の点検を受けたが、異常 

は発見されなかった。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、大阪国際空港に至る飛行経路の降下区域において弱いレーダエコー 

が認められ、雲中で中程度の乱気流が予想される旨の通報を受けていた。また、当該 

便の前後に同空港に着陸した同社の他機も、雲中飛行で通常遭遇する中程度の乱気 

流に遭遇していた。



3.1.2　ＤＦＤＲには、同機が雲中を降下中の高度約１３，０００フィートにおいて、

１１時０９分５０秒過ぎからの約４秒間に若干のマイナスＧからプラス２．５Ｇに 

変動する上下加速度が記録されている。このこと及び機長の口述から、同機は、雲中 

を飛行中、乱気流に遭遇して激しく揺れ、このため機体後部において乗客がシート 

ベルトを締めていることを確認して自分の席に戻ろうとしていた客室乗務員２名が、 

負傷したものと認められる。

3.1.3　事故発生時に、客室乗務員がいた機体後部位置における上下加速度の変動は、 

機体のピッチ運動、機体の弾性振動等の影響によって、ＤＦＤＲに記録されていた 

数値より幾分大きかった可能性も考えられる。

４　原因

本事故の原因は、同機が雲中を降下中の高度約１３，０００フィートにおいて、強い 

乱気流に遭遇したことによるものと推定される。



付
図
１

地
上
天
気
図
（
平
成
２
年
１
０
月
２
６
日
０
９
時
０
０
分
観
測
）



付
図
２
　
７
０
０
ｈ
Ｐ
ａ
（
ｍ
ｂ
）
構
想
天
気
図
（
平
成
２
年
１
０
月
２
６
日
０
９
時
０
０
分
観
測
）



付
図
３

レ
ー
ダ
エ
コ
ー
図
（
平
成
２
年
１
０
月
２
６
日
１
１
時
０
０
分
観
測
）



付
図
４
　
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｒ
記
録


